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「知らないことを知る楽しみ」

ちゃんねるよっかいち
市民リポーター 稲垣勝義さん

Vol.87

県立高等学校の教員を退職後、現在は「ちゃんねるよっかいち」の市民リポーターを務めている
稲垣勝義さんにお話を伺いました。
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■40年の教員生活
県立高校で教員と
して勤め、非常勤講
師を含めると40年
以上の教員生活を送
りました。
20代の頃、自分が
何をしたいか、何を
すべきか悩んでいた

ときに、身近にいた若者たちの青春を謳
おう

歌
か

している表情
を見て、そういう子どもたちと関われる仕事をしたい
と思い、教員を一生の仕事にすることに決めました。

■市民リポーターとして
教員時代から「いつか全く違う分野にチャレンジした
い」と考えていました。また、教員を退職して自治会な
ど地域の活動に関わる中で、自分の地元のことでも知ら
ないことがたくさんあるんだなと気付きました。
自分が知らないことをもっと知りたい、知ったことを

多くの人に伝えたいという思いで、市民リポーターのオ
ーディションを受けました。オーディションの場にいた
のは若い女性ばかりで、自分がいてもいいのかと少々心
配になりましたね。
市民リポーターになってからは、四日市の歴史や魅力

など多くのことを知ることができました。また、伝統を
継承しながら新しいことに挑戦している若い人に出会え
たことなど、いろいろな人たちとの縁が自分にとっての
財産になっています。
取材先や普段の生活の中で、教員時代の教え子や近所

の人たちから
「いつも観てい
るよ」と声をか
けてもらえる
と、恥ずかしい
ですがうれしい
ですね。

■解説員ボランティアを始めました
市民リポーターとして活動する中で、四日市には「四
日市公害と環境未来館」「ＩＣＥＴＴ」など、環境に関す
るすばらしい施設があるんだというのが非常に印象的で
した。
四日市公害が起きた時代、私は10代でその時代を生
きていたはずなのに、あまり関わることがなく気が付け
ば公害が終わっていたような感覚でいました。それでは
いけない、その時代にいた自分が今の若い世代に伝えた
いと思い、四日市公害と環境未来館の解説員になること
を決めました。
今は解説員として
活動するために、公
害の歴史をしっかり
学んでいるところで
す。知らないことを
知ることは、やっぱ
り楽しいですね。

■まだまだチャレンジしたいことがある
趣味の登山や、好きな時代小説を読んだり、古文書を
読むために崩し文字を習ったりして、新たな知識や出会
いを楽しんでいますが、実はほかにもチャレンジしたい
ことがあります。
でも、それはまだ内緒です（笑）。不言実行で準備して
いくことが、無理せず新しいことに挑戦する秘訣です。

自分の中で、やりたいことへ
の気持ちが熟成されたら実行
していこうと思います。

５月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。

教員時代

ちゃんねるよっかいちのワンシーン

解説員として活動


